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入
来
院
家
所
蔵
の
系
図

｢五
番
｣
に
つ
い
て
､
前
回

(上
)
で
は
そ
の
オ

モ
テ
(表
面
)
部
分
を
考
察
し
た
が
(長
崎
大
学
教
育
学
部
｢社
会
科
学
論
叢
｣

六
〇
号
､
二
〇
〇
二
年
三
月
)
'今
回

(下
)
は
ウ
ラ

(裏
面
)
部
分
を
考
察
し
'

そ
の
全
文
を
紹
介
し
よ
う
｡

先
ず
ウ
ラ
部
分
の
構
成
だ
が
'
は
じ
め
に
坂
上
田
村
麻
呂
を
め
ぐ
る
伝
承

記
事
が
あ
り
'
つ
い
で
執
権
家
北
条
氏
の
各
流
に
つ
い
て
の
詳
細
な
系
図
(草

寡
)
で
あ
る
｡
こ
こ
で
田
村
麻
呂
の
伝
承
記
事
が
あ
る
の
は
柳
か
唐
突
な
感

が
す
る
が

(注
-
)'
こ
れ
は
オ
モ
テ
か
ら
の
連
続
で
同
筆
で
あ
る
｡
つ
い

で
北
条
氏
の
系
図
(草
案
)
だ
が
'
こ
れ
も
同
筆
だ
と
い
え
る
(後
掲
の
[図
1
]

[図
2
]
参
照
)｡
要
す
る
に
人
来
院
家
所
蔵
の
系
図
｢五
番
｣
は
'諸
次
第

(オ

モ
テ
)
'平
氏
系
図
(オ
モ
テ
)
'坂
上
田
村
麻
呂
伝
承
記
事
(オ
モ
テ
-
ウ
ラ
)
'

北
条
氏
系
図
草
案

(ウ
ラ
)
の
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の
系
図

｢五
番
｣

は
'

一
見
す
る
に
'
オ
モ
テ
部
分
は
肉
太
で
清
書
的
な
書
体

(太
字
)
'
ウ

ラ
部
分
は
細
く
割
と
無
造
作
な
筆
者
自
身

(能
筆
)
の
書
体

(細
字
)
で
あ
り
'

オ
モ
テ
と
ウ
ラ
と
で
は
筆
跡
が
別

(別
筆
)
の
よ
う
に
も
思
え
る
｡
し
か
し

オ
モ
テ
-
ウ
ラ
の
接
点
の
坂
上
田
村
麻
呂
伝
承
記
事
は
､
明
ら
か
に
同
筆
で

あ
り
'
あ
ら
た
め
て
オ
モ
テ

(平
氏
系
図
)
に
お
け
る
北
条
氏
部
分
と
ウ
ラ

(北
条
氏
系
図
草
案
)
に
お
け
る
対
応
部
分
と
を
比
較
す
る
に
(特
に
【図
2
]

と

[図
7
]
と
を
対
比
)
'同
筆
だ
と
判
断
で
き
る
の
で
'
こ
の
系
図

｢五
番
｣

山
口
‥
人
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

は
オ
モ
チ
～
ウ
ラ
全
体
'同
筆
だ
と
い
え
よ
う
｡
そ
し
て
書
風
か
ら
す
れ
ば
'

そ
う
下
っ
た
も
の
で
は
な
く
'
当
時
'
鎌
倉
末
期

-
十
四
世
紀
前
半
の
も
の

と
見
て
も
よ
か
ろ
う
｡

こ
の
北
条
氏
の
系
図

(草
案
)
は
'
各
流

(名
越
'
極
楽
寺
'
常
葉
'
金

沢
'
嫡
流
'
時
房
流
'
大
仏
な
ど
)
ご
と
に
独
立
さ
せ
た
系
図
で
あ
り
'
北

条
氏
と
し
て
全
体
を
つ
な
い
だ
も
の
で
は
な
い
｡
オ
モ
テ
の
平
氏
系
図

(太

辛
)
と
は
違
っ
て
'
細
字
で
書
か
れ
て
お
り
'
ま
た

一
紙
の
中
で
'
上
下
で

別
々
な
系
図
を
載
せ
た
箇
所
も
い
く
つ
か
あ
る
｡
｢料
紙
｣
節
約
の
た
め
だ

と
い
え
る
｡
冒
頭
の

｢名
越
｣
流
系
図
で
'
｢朝
時
｣
の
右
横
に

｢奥
書
之

料
紙
不
足
之
岡
上
下
付
､以
正
文
可
見
合
｣
と
あ
る
｡
｢料
紙
｣
の
残
り
(余
白
)

が

｢不
足
｣
す
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
上
下
を
付
け
て

(詰
め
て
)
書
い
た

こ
と
'
｢正
文
｣
に
よ
っ
て
照
合
す
べ
き
こ
と
が
注
記
さ
れ
て
い
る
｡
こ
の

系
図
草
案
に
は
さ
ら
に
典
拠
た
る

｢正
文
｣
(オ
リ
ジ
ナ
ル
)
-
情
報
源
が

存
在
し
た
の
で
あ
り
'
｢正
文
｣
は
鎌
倉
末
期
の
幕
府
-
北
条
氏
関
係
者
に

よ
っ
て
作
成
さ
れ
､
そ
れ
を
間
も
な
く
薩
摩
渋
谷
氏

(も
と
も
と
相
模
国
御

家
人
)
の
l
貝
が
閲
覧
の
機
会
を
得
て
'
関
東
-
鎌
倉
あ
た
り
で
能
筆

一
人

(例
え
ば
武
家
方
右
筆
)
に
筆
写
さ
せ
'
こ
の
系
図
草
案
が
な
っ
た
と
想
定

し
ょ
う
｡
そ
し
て
人
来
院
家

(薩
摩
渋
谷
氏
の
中
心
的
存
在
)
に
相
伝
さ
れ

た
の
で
あ
る
｡
入
来
院
家
本

r北
条
氏
系
図
｣
と
称
し
て
お
こ
う
｡



長
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大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

一
号

(二
〇
〇
二
年
)

こ
の
北
条
氏
系
図

(草
案
)
は
'
他
の
諸
系
図
に
収
録
さ
れ
る
北
条
氏
系

図

(注
2
)
と
比
較
対
照
'
点
検
し
て
み
る
に
'
何
し
ろ
女
性
の
記
事

-
し

か
も
具
体
的
に
配
偶
者

(嫁
ぎ
先
)
を
記
し
た
場
合
が
極
め
て
多
く
'
ま
た

特
に
名
越
流

(朝
時
～
)'
金
沢
流

(実
秦
～
t
後
掲
の
系
図

㊥
)
'
大
仏

流

(後
椙
の
系
図

④

･
㊥
)
が
詳
細
で
あ
る
と
い
え
る
｡
こ
れ
ら
に
つ
い

て
は
'他
の
諸
系
図
で
は

一
向
に
見
か
け
な
い
場
合

(人
名
な
ど
)
が
多
い
｡

同
じ
系
図

｢五
番
｣
だ
が
'
オ
モ
テ
に
お
け
る
北
条
氏
の
部
分
と
比
較
対

照
す
る
に
'
オ
モ
テ
の
記
事
は
こ
の
ウ
ラ
の
要
約
だ
と
い
え

(人
名
な
ど
省

略
箇
所
が
多
い
)
､
特
に
女
性
に
つ
い
て
は
然
り
で
'
ウ
ラ
は
詳
細
で
多
く

見
え
る
が
'
オ
モ
テ
で
は
そ
の
う
ち
極
め
て
僅
か
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
｡

総
じ
て
､オ
モ
テ
の
記
事

(人
名
な
ど
)
で
ウ
ラ
に
見
え
な
い
場
合
は
な
い
｡

こ
の
北
条
氏
系
図
草
案

(系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ
)
と
'系
図

｢弐
番
｣
②
-

｢四
番
｣
と
を
比
較
対
照
し
て
み
よ
う
｡
先
ず
系
図

｢弐
番
｣
②
と

｢四
番
｣

の
接
点

(紙
継
目
)
は
'
内
容
的
に
い
っ
て
'
こ
の
系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ

に
お
い
て
は
始
め
の

｢名
越
｣
流
の
時
長

･
時
事
兄
弟

(朝
時
の
子
息
)
の

間
に
あ
る
｡
念
の
た
め
'
そ
の
旨
'
後
掲
の
系
図
の
上
欄
に
示
し
た

(四
頁

上
欄
)
｡
従
っ
て
系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ
部
分
を
書
写

(転
写
)
し
た
も
の
が
'

概
ね
系
図
｢四
番
｣だ
と
い
え
る
｡
両
者
を
対
照
'点
検
し
て
み
る
に
'
｢四
番
｣

に
は
'
書
写
に
際
し
て
人
名

･
注
記
に
つ
い
て
省
略

･
脱
落

･
誤
写
な
ど
が

多
々
見
ら
れ
る
｡
何
と
い
っ
て
も
最
も
大
き
な
違
い
は
'
こ
の

｢五
番
｣
ウ

ラ

(北
条
氏
系
図
草
案
)
は

｢料
紙
｣
節
約
の
た
め
上
下
二
段
に
示
し
た
場

合
が
あ
る
が
､
｢四
番
｣
で
は
そ
の
下
段
の
系
図
を
丸
ご
と
省
略

(不
採
用
)

し
た
場
合
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

(後
掲
の
系
図
④

～
①

)｡
そ
し
て
'

こ
の

｢五
番
｣
ウ
ラ
の
末
尾
に
は
奥
書
な
ど
見
え
な
い
が
､
｢四
番
｣
の
末

尾
に
は
奥
書

｢宝
徳
■
牛
:
i.亘

岩

垂
誓

之
｣
が
あ
る

(書
写
奥
書

二

｡
後
掲
の

[図
6
]
参
照
)
0

こ
の
系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ

(北
条
氏
系
図
草
案
)
は
'
極
め
て
詳
細
で
'

作
成
～
成
立
時
期
も
古
く
'
と
に
か
く
珍
重
な
古
系
図
だ
と
い
え
る
｡
北
条

氏
系
図
の
起
点

(原
初
形
態
)
に
近
い
の
か
も
し
れ
な
い
｡
人
来
院
家
が
相

伝
し
て
来
た
史
料
に
つ
い
て
は
､
い
わ
ゆ
る
古
文
書

(人
来
院
家
文
書
､
r入

来
文
書
｣
の
中
核
｡
補
注
2
参
照
)
の
み
な
ら
ず
'
こ
の
系
図

｢五
番
｣
な

ど
を
加
え
れ
ば
､
あ
ら
た
め
て
そ
の
価
値
の
大
き
さ
を
認
識
で
き
よ
う
｡

*

*

*

こ
こ
で
､
こ
の
系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ
の
本
文
を
全
文
翻
刻
'
紹
介
し
よ
う
｡

つ
ぎ
の
こ
と
を
了
承
い
た
だ
き
た
い
｡

○
こ
の
系
図
に
は
'
紙
面
に
上
下
二
段

-
別
々
の
系
図
を
提
示
し
た
場
合
が

見
ら
れ
る
O
こ
の
よ
う
な
場
合
､特
に
下
段
の
系
図
に
つ
い
て
は
､系
図
｢四

番
｣
に
殆
ど
採
用

(収
録
)
さ
れ
て
い
ず
'
ま
た
印
刷
に
際
し
て
煩
雑
に

な
る
の
で

(特
に

[図
3
]
[図
4
]
参
照
)
､
便
宜
上
'
後
ろ
に
回
し
て

提
示
し
た
(
後
掲
'
系
図
④
～
⑧
)0

○
紙
継
目
は
'
上
欄
に
点
線
と
算
用
数
字
で
示
し
た
｡
オ
モ
チ
と
は
逆
で
'

制

㈱

-
肘
の
順
と
な
る
｡
念
の
た
め
'
系
図

｢弐
番
｣
②
-

｢四
番
｣
の
接

点

(紙
継
目
)
の
位
置
も
示
し
た
｡

○
前
回

(上
)
の
場
合
と
同
様
'
挿
入
符
や
抹
消
符
は
用
い
な
か
っ
た
｡
印

刷
上
へ
煩
雑
に
な
る
か
ら
で
あ
る
｡
後
掲

[図
4
]
な
ど
参
照
｡

○
こ
の
系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ
に
つ
い
て
'
｢五
番
｣
オ
モ
チ
の
北
条
氏
部
分

と
か
'
他
の
諸
系
図
に
収
録
さ
れ
る
北
条
氏
系
図

(注
Z
に
示
し
た
六
種

の
系
図
)
と
対
照
'
点
検
し
た
と
こ
ろ
'
こ
れ
ら
何
れ
の
系
図
に
も
見
え

な
い
者

(人
名
)
が
か
な
り
あ
り
､
記
事
内
容

(人
名
'
注
記
な
ど
)
も

的
確
で
あ
っ
た
｡
何
し
ろ
北
条
氏
プ
ロ
パ
ー
の
系
図
草
案
で
あ
る
｡
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政
仲

左
近
大
夫
下
長
門
'

長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

言
下
(二
〇
〇
二
年
)



し

越
後
太
郎

上
野
守

女

業
時
後
室

女

城
加
賀
守
妻

女

平
宗
政
後
室

女

同
時
村
母

女

同
母
政
方

女

同
母

女
調

朋
如
引

僧
都

厳

政

(注
10
)

(コ
ノ
位
置
二
系
図
◎

ア
リ
)

奥
州
五度

本
名実義又美

章

実
泰

母伊賀
守朝
光女

弘安
三
九
一､五十
六

嘉
元
三
間
十
二

十
七
任
上
野
守
､

男

山
口

‥

入
来
院
家
所
載
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

一
号

(二
〇
〇
二
年
)

四

頭

人
本
名
時方

越後
四郎

別
行
書
之
'

式
部
大
夫

政
盛

出
家

兵部大輔

顕
景伊与守

越
後
守

顕
実

武
州

貞
顕

左
近
将
監

貞

政

六
波
羅

女

為
時
宗
子
譲
所
領
､

女

足
利
伊
与
守
等

上
総

州□



時
政

北
条
三
郎

宗

時

石
橋
合
戦
之
時
為
伊
東
次
郎
助
親
被
討
了
､

(コ
ノ
位
置
二
系
図
①

ア
リ
)

山
口
‥人
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

五

｢ ｢
顕 種
義 時
掃 左
部 近
助 大

夫

佐
々
日
権
律
師

寺

内
供
奉

僧
正

仁
和
寺

頼

助

五
十

一
卒

隆
政

時
宗

-

貞
時

高
時

師
時

女
子
貞
時
室

女
子
時
家
書



長

崎

大

学

教

育

学

部

社

会
科

学

論

叢

第

六十
7
号

へ

二

〇
〇
二
年
)

六

【定
]

(～
)

□
奥
ニ
ア

リ
'
末
孫
軟
､

号種田禅師
-
甥

[経
]

女

平
素
基
重

複

嫁

盛

□

女女

女

附
鏑

的

定
宗



[…

右
近
大

夫将監

｢

畠

-樹引/
北
方
鎖
西
也
'

遠
江
守

修理売

女

早
健

出
家
法

名点仁､

遁
世

高野山住'

山

権
律
師

房

快

女

長
井
左
衛
門
大
夫
妻

女
絹

嫡
権
中
警

女

平
朝
暗
室

女
開

絹

妻

頼
胤
母

畠

舶
誓

野
前
司

山
口
‥人
来
院
家
所
載
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

七

(注

11
)

北
条

二郎

右
近
大
夫

遠
江
守

後
為
時
'
相
州

元
服
後
被
改
之
､

正
応
二
十

1
於
姪
渦
卒
'

女

中
輔

足利宮
内
権
大
夫

女
舶
絹

女

将
軍
三
位
中
将
室

女

時
隆
婁



長
崎
大
学
教
育
学
邸

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

言
方

(二
〇
〇
二
年
)

｢

:.∴,;...

八

秦
時
子

武
蔵
次
郎

女

安
貞
元
｣ハ
十
八

為
高
橋
次
郎
被
害
7
､

十
七
歳

公
義

女
泰
村
室

号

富
士
姫
御
前

女

朝
直
室
後

嫁
平
時
光
､

時
氏
弟

(注

12)

○朝
時

親
盛
越
後
孫
太
郎

女



山
口
‥人
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

一
九

孫
次
郎

(注
ほ
)

郷
三
郎

女宗

朝

越
後
四

郎式部大
夫



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

一
号

(二
〇
〇
二
年
)

5

女
削
削
紺
鮎
政
大
臣

女
貼

鞘
大
夫

女

平
有
義
室

定
モ
奥
ニ
ア
リ
'

[義
]

□

時

＼

奥
州

右
大
将
家
別
嘗

1
男

(注
15
)

[女
]

ロ

柑
鞘
貼
舗
門
佐

□
□
□
国
連
卿
室

憲
イ

政
範

謎

右
馬
助

女

号
二
位
家

彦
太
郎

政
忠



女

稲
毛
三
郎
東
成
室

女

鞘
絹
針

綱
室

□

大
納
言
実
宣
卿
室

ロ

大
岡
判
官
時
親
妻

女

河
野
四
郎
通
信
妻

盛
戻

越
後
孫
太
郎

宣
房

女女

玄
盛
大
夫
阿
聞
梨

女

(
コ
ノ
位
置
二
系
図

⑧
ア
リ
)

山
口
‥入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

言
う

(二
〇
〇
二
年
)

時ロイ(注16)

女

長
暗
室

離
別

女女女弥
鶴
丸

女

足
利
泊
部
大
輔
妻

時
房
流
以
上

乱

射
男

i

ia
次
郎

時

村

引
付

越
前
守

出
家
行
然

寄
人

相
州

次
郎
人
道

時

廉
京
下

死
女

平
宣
暗
室



相
州

三
郎資

時

時
成

山

僧
正

忠

源
女
実
直
書

女

相
州
三
郎
出
家
真
照

資

時

1

時
成
絹

泰

宗

編

大
夫

時
貞
太
郎
死

女

上
総
介
実
政
室

女

大
夫
式
部
政
頼
室

女

平
有
義
宴

女

越
後
守
時
虞
室

(マ
こ

女

安
木
守
経
明
室

改
畠
山
刑
部
少
輔

山
口
‥入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

1
号

(二
〇
〇
二
年
)

西

○
上
総
太
郎

o虎
童
女
室
女
房

○

海
童
母
同

○出
家
昭
空

女

平
通
時
事

○

土
御
門
大
夫
室

○憎
覚
雲

昔
時
室

女
子

平
頼
直

女

安
野
少
将
室

女

少
将
公
仲
室

女

従
二
位
藤
氏
室

女

左
少
将
憲
信

女

詔

紺
㌘

女

姉
小
路
宮
内
卿
入
道

(系
図

｢四
番
｣
デ
ハ
'
コ
ノ
位
置
二
奥
書

｢宝
徳
二
年
:
111月
吉
日

垂
梁
書
之
｣
ア
リ
)



【系
図
㊥
】

是
奥
ニ
ア
ル
ヘ
シ
'

【系
図
⑤
】

[ 師 太[

琶□R笠

女

山
口
‥人
来
院
家
所
載
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

五



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

一
号

(二
〇
〇
二
年
)

六

二

∩

顕
義

掃
∩
〓

[丸
カ
]

愛
鶴

□

鶴
正

[

阿
久
利

鶴
一[

吉
鶴
ロ

管領
｢
〓

七
∩

経
口

辰
鶴
∩

女

女

号
中
揮
尼

女

号
大
藤

女

号
伊
豆
丸

女

号
西
女
帝

女

号
赤
河
女
房

女

号
今
泉

女

号
中
町



【系
図
㊤
】

伊

有時七
郎
木
工
助

時
㌧

二

女

民
部
少
輔
親
虞
妻
､
後
嫁
土
御
門

内
大
臣
定
通
公

女
伊
与
中
将
後
に
は
唐
橋
中
将
室

女

入
道
前
左
大
将
実
有
卿
室

女

佐
々
木
近
江
守
信
綱
妻

女

駿
河
守
中
原
季
時
妻

女

近
衛
中
将
実
表
書

女

一
条
二
位
能
基
室
'
離
別
後
口

木
工
四
郎

尚
村

鶴
王
丸

女女

駿
河
六
郎

有
時

式
部
大
夫

七
郎

時
秀

早
世

八
郎
早
世

兼
義

-

時
次

修
理
売

国

時

早
世

+
4

時
盛駿

河
三
郎

[邸
カ
〕

同
孫
四
□

政
有

-

政
澄

女

山
口
‥入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

i



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

1
号

(二
〇
〇
二
年
)

八

朝
直
三
男

､＼五
郎

奥
州

宗宣
′/
奥
州

土
佐
守

[界
カ
]

宗
泰

義
元
三
他
□

式
部
大
夫

貞

房兵
津
助

貞
宣

【系
図
㊤
】

朝
直
四
男

秦
図

聖

女

越
後
弥
太
空

且
[〓

女女

三
乃
守
時
綱
∩

慧＼軒 高＼

歪＼

牛

王
丸

字

千
葉
太
価

千
葉
介
頼
胤

子

タ
リ
､

女

足
利
上
総
介
室

女女

坊
門
侍
従
室



【系
図
⑧
】

朝
時
次

男
尾
帳
守

〇

時
章
法
名

見
西

文
永
九
二
十

一
自
害

五
十
七

法
名
法
鑑

公

貞
鯛
鯛

左
近
大
夫

周
時

頼
章
糾
鮒

尾
帳
四
郎

遠
江
守

正
応
五
死

遠
江
四
郎

季
時

(注
は
)

孫
四
郎

時
綱

大
師
丸

文
殊
丸

山
口
‥人
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

元



長
崎
大
学
教
育
学
部

社
会
科
学
論
叢

第
六
十

三
万

(二
〇
〇
二
年
)

注(-
)
坂
上
田
村
麻
呂
に
関
す
る
伝
承
は
多
い
が
､
例
え
ば

｢大
百
科
事
典
｣

6

(平
凡
社
､

!
九
八
五
年
)
所
収

｢横
上
田
村
麻
呂
｣
項
の

｢田
村

麻
呂
を
め
ぐ
る
伝
承
｣
(山
本
吉
左
右
執
筆
)
や
'
高
橋
崇

r坂
上
田

村
麻
呂

新
稿
版
｣
(吉
川
弘
文
館
'
昭
和
六

一
年
-
一
九
八
六
)
の
｢六

伝
説
に
つ
つ
ま
れ
て
-
後
世
､
田
村
麻
呂
像
諸
相

-
｣
は
要
約
と
し
て

便
利
で
あ
る
｡
こ
の
系
図

｢五
番
｣
に
お
け
る
記
事
内
容
も
､
概
ね
こ

れ
ら
と
符
合
す
る
｡

(2
)
こ
こ
で
他
の
諸
系
図
に
収
録
さ
れ
る
北
条
氏
系
図
と
は
､

一
般
に
知

ら
れ
て
い
る

r尊
卑
分
脈
J
(四
t
r国
史
大
系
｣
六
〇
巻
下
)
､
r続
群

書
類
従
｣

(六
輯
上
)
t
r系
図
纂
要
｣
(第
八
冊
'
名
著
出
版
刊
行
影
印

本
)
､
前
田
家
本

F諸
家
系
図
｣
(原
本
仁
和
寺
所
蔵
)
'
正
宗
寺
本

r諸

家
系
図
｣
に
含
ま
れ
る
北
条
氏
系
図
'
お
よ
び
先
年
紹
介
さ
れ
た
野
津

本

『北
条
系
図
｣
(皇
学
館
大
学
現
蔵
福
富
家
文
書
)
を
指
し
､
合
わ

せ
て
六
種
と
な
る
.
(
補
注
-
)
参
照
｡

(3
)
な
お
系
図

｢弐
番
｣
②

(実
は
末
尾
)
で
は
'
こ
の
｢時
章
｣
の
下
に
直
接
'

系
図
⑧

(後
掲
)
を
繋
げ
'
系
図

｢四
番
｣
へ
と
続
い
て
い
る
｡

(4
)
｢時
兼
｣
の
女
二
人

(平
篤
暗
室
'
宗
教
室
)
は
'
本
系
図

｢五
番
｣

オ
モ
テ
で
は
単
に

｢女
子
｣
(
一
人
)
と
表
記
さ
れ
て
い
る
｡

(5
)
こ
の

｢長
時
｣
は
'
左
側
に
注
記

｢仲
か
｣
と
あ
り
'
｢五
番
｣
オ
モ

テ
で
は

｢仲
時
｣
と
記
さ
れ
て
い
る
が
､前
田
家
本
や
野
津
本
で
は

｢長

重
｣
と
見
え
,
う
ち
特
に
前
田
家
本
で
は

｢長
垂
陸
奥
八
郎
｣
と
あ
る
｡

(6
)
こ
の
辺
は
追
加

(挿
入
)
部
分
だ
が
'
｢為
時
女
子
｣
と
あ
る
の
で
'

こ
の
系
線
は
正
確
に
は

｢為
時
｣
の
下
'
｢時
久
｣
｢為
宗
｣
ら
と
横
並

び
に
す
べ
き
だ
ろ
う

([図
4
]
参
照
)
｡
因
み
に
'
こ
こ
に

｢為
時
女

三
〇

子
｣
と
し
て
見
え
る

｢女
唐
構
中
将
室
｣
は
､
野
津
本
で

｢為
時
｣
の

子
供
と
し
て
見
え
る

｢女
子
唐
楕
中
将
室
｣
と
同

一
人
だ
と
い
え
･
両

系
図

(系
図

｢五
番
｣
ウ
ラ
と
野
津
本
)
の
記
事
が
符
合
す
る
｡

(7
)
こ
の

｢時
茂
｣
の
女

(足
利
家
時
後
室
)
は
'
該
当
の
諸
系
図

(｢尊

卑
分
脈
』
四
㌧
桓
武
平
氏
北
条
な
ど
)
､
即
ち
北
条
氏
側
の
系
図
に

は

一
向
に
見
当
た
ら
な
い
が
'
例
え
ば

r尊
卑
分
脈
｣
三

(清
和
源
氏

足
利
,
二
五

一
ペ
ー
ジ
)
に
足
利
家
時
の
子
息
の
項
に

｢自
民
母
平
時
茂

女
｣
と
見
え
る
な
ど
､
却

っ
て
足
利
氏
側
の
系
図
に
見
か
け
る
｡

(8
)
こ
の
｢四
価
丸
｣
は
'正
宗
寺
本
に
時
治
･国
時
の
弟
と
し
て
見
え
る
｢胤

時
四
郎
｣
の
こ
と
だ
ろ
う
｡

(9
)
こ
の
女

(宇
都
宮
経
綱
室
)
は
'
｢垂
時
｣
の
女
子
の

一
人
で
､
女

(北

条
時
頼
後
室

の
妹
で
あ
っ
て
,野
津
本
で
は
｢女
子
性
綱
妻
｣
と
あ
る
が
,

例
え
ば

音

卑
分
脈
〓

(藤
氏
北
家
･道
兼
公
孫
宇
都
宮
三

六
三
ペ
ー

ジ
)
に
宇
都
宮
経
綱
の
子
女
の
項
に

｢女
子
母
平
垂
時
女
｣
と
見
え
る
｡

(10
)
こ
の
女

(城
加
賀
守
妻
)
は
､
r系
図
纂
至

第
八
冊

(平
氏
五
北

条
･
二
九
六
ペ
ー
ジ
)
に
北
条

｢政
長
｣
の
妹
と
し
て
見
え
る

｢女
加

賀
守
藤
顕
盛
妻
｣
と
同

一
人
だ
ろ
う
｡

(11
)
以
下
'
六
名
の
女
が
あ
り
'
い
ず
れ
も
具
体
的
注
記
を
も
つ
が
'
｢五
番
｣

オ
モ
テ
で
は

｢女
五
人
｣
と
表
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
｡

(12
)
こ
こ
で
朝
時
に
対
し
て

｢時
氏
弟
｣
と
注
し
て
い
る
が
'
正
し
く
は

｢泰
時
弟
｣
と
で
も
す
べ
き
だ
ろ
う

(時
氏
は
泰
時
の
子
)
｡
ケ
ア
レ
ス
･

ミ
ス
か
も
し
れ
な
い
が
｡

(ほ
)
こ
の

｢孫
次
郎
｣
は
,
正
宗
寺
本
で
は

｢適
時
孫
二
良
｣
と
あ
る
｡

(14
)
こ
こ
で

｢政
頼
｣
と
あ
る
が
'
こ
の
位
置

(光
時
の
子
で
'
宗
朝
の
父
)

に
'

前
田
家
本
で
は

｢政
俊
｣
(遠
江
守
'
式
部
大
夫
)
が
見
え
る
｡



あ
る
い
は
｢政
頼
｣
と
｢政
俊
｣
は
同

1
人
か
も
し
れ
な
い
(改
名
あ
っ
て
)
.

(ほ
)
こ
こ
で
｢時
盛

-
朝
盛
-
信
時
｣
と
あ
る
が
､前
田
家
本
で
は

｢時
盛
-

時
景

(改
朝
盛
)
I
時
顕

(改
時
信
)｣
と
見
え
'政
忠
･盛
信
ら
に
続
く
O

(S
)
こ
の

｢政
俊
｣
は
'
時
盛
の
子
息
で
'
｢時
国
｣
や

｢時
綱
｣
の
父
だ

が
'
前
田
家
本
で
は

｢時
俊
｣
と
見
え
る
｡

(S=
)
こ
の
辺
'
追
加

(挿
入
)
部
分
の
た
め
､
脚
か
系
線
が
祷
雑
で

([図

4
]
参
照
)
'
｢適
時
｣
の
位
置
が
気
に
懸
か
る
が
､
他
の
諸
系
図

(北

条
氏
系
図
)
に
よ
っ
て
'適
時
は
確
か
に

｢有
時
｣
の
子
息
'即
ち

｢時

基
｣
ら
と
兄
弟
だ
と
い
え
る
｡

(18
)
こ
の
｢季
時
｣
は
'篤
時
の
子
息
だ
が
､前
田
家
本
や
正
宗
寺
本
で
は
｢秀

時
｣
と
見
え
る
｡

(
補
注
-
)
な
お
'
そ
の
他
'
野
辺
文
書
に
北
条
氏
系
図
が
含
ま
れ
'
奥

書
に

｢応
安
八
年

二

三
七
五
)
十
二
月

一
日
書
之
｣
と
あ
る
｡
｢宮

崎
県
史

史
料
絹
-
中
世
-
｣
(平
成
二
年
三
月
)
に
収
録
さ
れ
'
こ

れ
に
付
し
て

｢宮
崎
県
史
し
お
り

第
2
回
｣
に
福
島
金
治

｢野
辺
本

北
条
氏
系
図
に
つ
い
て
｣
が
掲
載
さ
れ
た
｡
私
は
'
当
時
'
宮
崎
県
史

編
纂
委
員
で
あ
り
'
あ
ら
た
め
て
職
場
の
同
僚

(史
料
編
纂
所
山
家
浩

樹
氏
'
本
郷
和
人
氏
)
た
ち
と
と
も
に
現
地
の

｢野
辺
文
書
｣
所
蔵
者

(宮
崎
県
都
城
市
郡
元
'
本
村
寅
雄
氏
)
宅
を
訪
れ
調
査
'
原
物
を
拝

見
し
た

(平
成
九
年
十
二
月
)
0

ま
た
近
年
'
史
料
編
纂
所
に

r古
系
図
集
J
が
貴
重
書
と
し
て
入
架

さ
れ
た
｡

一
誠
堂
書
店
創
業
九
十
周
年
記
念

｢古
典
籍
善
本
展
示
即
売

会
目
録
｣
(平
成
五
年
十

一
月
)
に
掲
載
の

｢
9
.
古
系
図
集
｣
を
早

速
購
入
し
た
も
の
で

(大
型
桝
形
本
)
'
こ
れ
に
諸
氏
の
系
図
が
収
録

さ
れ
て
い
る
が

(源
氏

･
平
氏

･
橘
氏
な
ど
九
氏
｡
舞
人

･
楽
人
の

山
口
‥
入
来
院
家
所
蔵
平
氏
系
図
に
つ
い
て

(下
)

系
図
も
あ
り
｡
但
し
藤
氏
系
図
な
し
)
､
こ
の
平
氏
の
う
ち
に
'
鎌
倉

北
条
氏

(｢号
先
代
｣)
の
系
図
も
含
ま
れ
て
い
る
｡

そ
し
て
安
田
元
久
編

｢吾
妻
鏡
人
名
総
覧
-
注
釈
と
考
証

⊥
(吉

川
弘
文
館
へ
平
成

一
〇
年
二
月
)
が
刊
行
さ
れ
'
特
に
そ
の
第
Ⅲ
部
の

｢北
条
氏
系
図
考
証
｣
に
お
い
て
､
極
め
て
詳
細
な
北
条
氏
系
図

(各

流
ご
と
)
m

成

(集
成
)
'
提
示
さ
れ
て
い
て
有
難
い
｡
■

然
し
そ
れ
ら
と
対
比
し
て
も
､
こ
の
系
図

｢五
番
｣
(入
来
院
家
所
蔵
)

ウ
ラ
の
み
に
見
え
る
者
が
か
な
り
あ
る
と
気
付
く
｡

(補
注
2
)
こ
の
二
〇
〇
1
年
は
'
史
料
編
纂
所
に
と
っ
て
史
料
集
刊
行

百
周
年
に
当
た
り
'
こ
れ
に
EE
ん
で
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
で
特
別

展

｢時
を
超
え
て
語
る
も
の
-
史
料
と
美
術
の
名
宝
-
｣
が
開
催
さ
れ

た

(二
〇
〇
1
年

〓

7月
-
二
〇
〇
二
年

一
月
｡
図
録
あ
り
)
｡
そ
こ

で
武
家
文
書
の
代
表
と
し
て
'
島
津
家
文
書
と
と
も
に
人
来
院
家
文
書

も
陳
列
さ
れ
て
い
た
｡
こ
れ
に
因
ん
で
'
ま
た
東
京
大
学
出
版
会
の

rU
P
L
三
五
〇
号

(二
〇
〇
1
年

〓

1月
)
に
近
藤
成

1
｢英
訳
さ
れ

た
古
文
書

-
入
来
院
家
文
書
｣
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
｡

[付
記
]
入
来
院
家
所
蔵
の
系
図

｢弐
番
｣
②
と

｢四
番
｣
と
の
分
離

(刺

離
)
時
期
は
'
既
述
の
よ
う
に

｢御
文
書
改
帳
｣
(宝
永
四
年
､

一
七

〇
七
)
以
前
だ
と
い
え
る
｡
そ
れ
に
対
し
て
'
系
図

｢五
番
｣
の
焼
損

時
期
は

F御
文
書
改
帳
J
以
後
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
も
し
以
前
な
ら
ば
'

｢改
帳
｣
に
何
ら
か
そ
の
旨
が
記
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
｡
化
学
的
分
析
で

も
す
れ
ば
､
焼
損
の
時
期
は
よ
り
明
確
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
｡
な
お

系
図
｢五
番
｣
の
最
下
部
は
､焼
損
以
前
'さ
ら
に
宝
徳
四
年
二

四
五
二
)

書
写

(系
図

｢弐
番
｣
②

-
｢四
番
｣
の
作
成
)
以
前
に
､
既
に
若

干
摩
滅
し
て
い
た
と
思
え
る
｡

三

一



[図1]系図 ｢五番｣オモテの末尾部分
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[図4]系図 ｢五番｣ウラ､下段に系図⑤あり



[図5]系図 ｢五番｣ウラの末尾部分
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[図6]系図 ｢四番｣の末尾部分
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